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　 Henry　Jamesは 第二 作 目の 長編小説 Roden
’
ck ・Hudson　u） を1875年に執筆 して か ら、十年後
の 1885− 86年 に か けて 丑 θ 跏 oθss α 〜s餬 ass∠m ∂ va〕 を発表 して い る 。　Roderick　HudSOflは
Rowland　Malletの 意識の 物語で あり、丑 θ 肋 oθss　C8s跏 ∂ss蜘 a は Hyacinth　Robinsonを主人
公 とする自然主義的な小説で あり、それぞれの作風 は全 く異な る もの で ある 。 しか し、Christina
Ught （Princess　Casamassima）は これ らの 二 作 に連作 に登場する ように、続けて重要な役割を与
え られて 現れ る。そ し て こ の 人物像の与 え る印象 は複雑で あり、単純 に把握 で きな い 、捉えど
こ ろの な い ようなもの が ある 。 そ して作者が
“
［rlie　multiplication 　of　touches　had　produced　even
more 　1ife　than　the　subject 　required ・… ”〔3〕 と感想を語 っ て い る ように、個性的で 、鮮明で忘れ
難い 人物 とな っ て い る 。 そ し て 、 本当に 自分 らし い 生 き方 を求めよ うと試行錯誤する彼女の人
生は い ずれの 作品 に於い て も悲劇的に 描か れて い る 。 様々な登場人物が Christinaとい う人物 を
い ろい ろに批評 し て い るが、こ の ような Christinaの 複雑性、矛盾、そ し て 彼女の 人生の 悲劇性
は彼女の 特質に加えて 、性格 に於 ける本質的なもの が原因となっ て生 じて い る もの と考え られ
る 。 それは 自己に対す る深い 執着心で ある 。 た tt
“
　Roderick　Uudson で は登場人物の 意識は Mallet
に のみ焦点が 当て られて い る の で 、彼以外の 登場人物 は Christinaも含めて言動だ けが彼の 観察
を通 し て 読者に伝 え られ 、 伽 θ 舳 cess α〜sam ∂5s吻 ∂ で は、　Roderick　Hudson の よ うに単独の
人物の 意識だ けが描か れる とい う描写方法 は採 られて い な い が 、主に心理 まで 描か れて い るの
は Hyacinth　Robinsonで あ り、他の 登場人物 に 関 し て は わずか で ある 。 よ っ て 二 作共 に於 い て
前述 し た Christinaの 執着心は彼女の 内面か らで はな く、 彼女の 言動 を通 し て 知るこ とに なる 。
　Christinaは複雑で不可解な人物で ある と述 べ たが 、　RodenJck　Hudson で は、彼女は様々 な人
達に様々 な捉 え方 をされて い て 、その こ とが彼女 を理解する の に一層難解な もの に し て い る。
　まず Mme ．　Grandoniで あ るが、彼女 は生 粋の ヨ ーw ッ パ 人で あ り、そ の視点か ら Christina
の こ とを詳 し く説明する こ とがで き、Mrs．　Lightや Giacosaの よ うに Christinaの 利害の こ とで
直接影響を受けな い の で 、主観 は入 っ て い る もの の 、 特に Christinaの 経歴や現在置 かれて い る
状況に つ い て はか な り客観 的に話す こ とが で き、ある程度信憑性 はある と考 え られ る 。
　Mme ．　Grandoni は Malletに、最高の 社会的地位と財産を娘の容姿 を利用 して 手に入れ ようと
い う野心 を持 つ 母親に よ っ て 、そ の 目的実現の た め に の み 育て られて きた Christinaにつ い て 、
“
She
’
s　excessively 　proud ，　and 　holds　herself　 it　for　the　highest　station 　in　the　world ・…
”
（RH
’
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p．165）と い うよ うに 自尊心 の 高 さを強調 し、それ と共 に、
“Christina
，
1　imagine
，
　has　plenty　of
Wit　一 　also　plenty　of　Wi11．
”
（RH 　p．164）と、すぐれた美貌 と共に豊か な教養に裏付 けされた頭
脳の 鋭 さ と精神の 強 さ もあ る と言 っ て い る。そ して 、Chrisdna本人に直接
““
Do 　you　know　youlre
very 　wickedP
” ”
（册 p．311）と言 っ て い るように 、率直で な い こ と も知 っ て い る 。 更に Mallet
に は 、彼女の 心理 をか な り詳 し く説明して い て 、以下の ように言 っ て い る。
　　　She　said 　the　life　they　led　was 　ho  ble；that　it　was 　monstrous 　a　poor　girl　should 　be
　　　dragged　about 　the　world 　to　be　sold　to　the　h  hest　bidder．　 She　was 　nleant 　for　better
　　　things；she 　could　be　perfectly　happy　Without　those　dreadfUllnesses．　 It　was 　not 　money 　she
　　　wanted ．1　might 　not 　believe　her，　but　she 　really 　cared 　for　serious 　things　一 　for　the　good，
　　　the　beautifUI　and 　the　true．（Rlf　p．197）
　Mme ．　Grandoniはこ の よ うに彼女の表面 には現れな い 美点を語 っ て い る 。 し か し 、 また 、
　　　My 　o   impression　is　that… shels 　a　mixture 　of　better　and 　worse ，　of　good 　passions　and
　　　bad　一 　always　of　passions，　however ；and 　thaちwhatever 　she 　is，　she
「s　neither 　stUpid 　nor
　　　mean 　and 　possibly，　by　a　miracle ，　not 　even 　false．（RH
’
p．164）
善や悪 も、そ し て健全 な精神す らあると言 っ て、単純に は言い表せ な い 、矛盾する要素が 同時
に 存在する こ とを語っ て い る。
　 また同 じ ヨ ーロ ッ パ 人 で も彫刻家 Glorianiは 、　 Christinaの 胸像 を見て、
“
a　creatUre 　as 　fine
as　a 且owe 卜 stem 　and 　yet　as 血ll　as　dame
”
（RH 　p．190）と Hudson の表現 した彼女の 美 を称 える
と共 に、
“
the　macabre 　maiden 　of　the　Christian　story
”
（Rll　p．190）で ある Salome を連想 して い
る。彼 は彼 女に美 と情熱 と悪 を見て い る。
　 イ タ リ ア 人の付添人 Giacosaは、必ず しも全て を語 っ て い るとは考 えられない が 、
“… she ’s
very 　proud… ！
”
（REI　p．242）、
“ “
A 　dr61e　de 翻 θ
”
（REI　p．242）と言 い 、また、P血 ce　Casamassima
との 結婚 に つ い て は 、
“… she 　brings　him　neither 　a　name 　nor 　a　fortune− nothing 　but　her　wit
and 　her　beauty．”（12El　p．242）と言 っ て い る 。 要する に 自尊心 が高く、行動に は矛盾があ り、枚
挙で きる美点は頭脳の 鋭 さと美貌と い う こ とで ある 。
　 つ まり、こ れ らの ヨー ロ ッ パ 人達の Christinaの 美貌 へ の 高い 評価は一致する と ころで あ るが 、
彼女の 内面 に関 して は、才気煥発で は あるが、自尊心、情熱、強 さ、 善 、 悪等が混在 し、簡単
に表現で きな い 複雑な もの だと い うこ と で ある。
　次 に ア メ リカ 人の 受 け止 め方 で あ るが 、Roderickは
“ “The　daughter「s　simply 　a 　breathing
goddess ・…
” ”
（册 p．160）と言 っ て、彼女が彼の 芸術作 品製作 の こ の 上な い 対象 となると考
え 、
“
the　extraordinary 　perfection　of　her　beauty
”
（RU 　p．186）を詳述 して い るよ うに 、 最高の 美
貌の 持 ち主で あ る と言 っ て い る e しか し、性格 に関 し て は、
“… there　are　fifiy　of　her，
”
（R θ
p．187）とか
“
Sheis　a　creatUre 　of　moods … ・
”
（册 p．187）と評 して 、気紛れで あ り 、 不安定で
一貫性に 欠ける こ とは良 く理 解して い る。
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　　　　　 　　　　　　 　 吉田 ：Rode 雌 H 認 so π と 7ぬc 跏 cess α！s  as5加1a に お け る Christina像
　Mrs．　Hudson も
“
Oh ，　what 　a　beautifU1　person　1
”
（Rθ p．338）と一目 Christinaを見て、彼女の
抜きん出た美貌を認め て い る。
　 しか し 、 ロ
ーマ に い て Mrs ．　Hudson よ り Christinaを良 く知 っ て い る アメ リカ人 画家 Augusta
Blanchard は、彼女 の胸像 を見て美 しさだけ で はな く、
“ “She　looks　half　like　a　Madonna 　and 　half
like　a 　balleimaノ” ” （册 p．195）とい うよ うに 、彼女の 清純な美を称 え るだけで は な く、演技 的
要素もある こ とを見抜い て い る 。 Mary 　Garlandも Christinaと一度話 しただけで 、
“ “I　think　shels
false．
””
（REI　p．384）と言 っ て虚偽 を感 じて い る 。　Mr ．　Leaventhwonh は ヨ ー ロ ッ パ で は 、
“…
her　beauty’s　of　a　high　order ．
”
（Rfl　pp．30（ト301）と言 っ て い る 。
　Roderick以外に Christinaと最 も頻繁 に接す るア メ リカ人 で ある Rowland　Malletは、彼女の
美 し さに つ い て は、非常に高く評価 して い る 。 また その 美 し さ か らは 、
“
some 　immaculate　saint
of　legend　being　led　to　martyrdom
”
（REI　p．178）とい う印象も受けて い るよ うに清純 さがあるこ と
に も気付い て い る 、 更に 、以下 の ように感 じて い る。
　　　
’lhere　were 　wornen ，　he　said 　to　himself，　whom 　it　was 　every 　onels　business　to　fall　in　love
　　　with 　a　little− women 　beauti血1，　brilliant，　ar 血 1，　easily 　interesting．　 Miss　Light，　for
　　　instance，　was 　one 　of　these … ・（册 p．176）
ま た 、Roderick の 製作 し た 彼女 の 胸像 を見 て 、
““
lt　presents　a　young 　lady　whom 　1　shouldn ’t
pretend　to　judge　off−hand．””（RH 　p．181）と言 い 、また、彼女の 結婚後に も “poor　Christina’s
strangely 血 xed 　natUre
”
（紐 f　p．450）と言 っ て い るよ うに、彼女の 性格 は才気 もあれば手練手管
に も長けて い る、簡単に表現 で きない 、あ くまで も複雑な もの で ある と考えて い る 。
　結局 ア メ リカ人 もヨーロ ッ パ 人同ue　Christinaの卓越 した清純な美貌 を評価 して い るが、性格
に つ い て は、気紛れ、虚偽、技巧 的等、それぞれ表現は異なるが、率直性を欠 く理解の 困難な
もの で ある と思 っ て い る 。
　こ の ように Christinaが複雑 な人物で ある と人 々 に受け取られ、また様 々 な見方 をされ るの は、
最初に述べ たように 、 根本的に は彼女が生 き方 を探 し求め る の に 自己 に対 して非常な執着心 を
持 っ て い て 、それが殆 どの 人達 に理解されて い な い こ とが原因と考 え られる。 次に その よ うな
執着心 は彼女の どの よ うな言動か ら読 み取れ るか 見て い く。
　Christinaと Roderickの 関係で 、大きな転機 となる の は、最初は Christinaと Princeの 婚約 で
あ り、 次 に その解消で ある 。 そ して 最後 はス イス で の 二 人の 再会で あ る 。 最初の 2つ の 時に、
Christinaは Rowlandとの 会話で 、自らの行動の選択決定に関 して 、その 意味、その価値 につ い
て評価を仰い で い る。そ し て 、最後で は そ の ような選択決定した彼女の 価値基準の崩壊 を告 げ
て い る 。
　Christinaと Princeの 婚約発表の少 し前に Rowlandと彼女は Saint　Cecilia教会で 会 っ て い るが、
その 折、彼は Roderick と の 交際に つ い て 、彼女は 芸術家の 妻に 向い て い な い の で 、彼 を放 っ て
お い て くれるように と頼む と、彼女は それを承諾する こ とが 、 非常に優れた行為に なる か 否か
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とい うこ とを尋ねて い る。こ れはそれ まで の 彼女 と Roderickの 交際や 、求婚者 Princeが出現
した ときな ど、Roderickと出会 っ て か らこ の 時点に到るまで の彼女の 曖昧な行動 を経て 、彼女
の 態度に関する一応の決着を示 して い る 。
　Ludovisi邸で Roderickと Rowlandが Christinaを見か けて か ら1年後、　Light親子 が Hudson
の ス タジオ を突然訪れた後、始めて見た ときか らその 美 し さの 虜に な っ て い た彼が彼女の 胸像
を製作す るとい うこ とで 、2人は親密に な る 。
　しか し 、
“
the　young 　man 　of　genius… whom ．　1’m 　not …　in　love　with
”
（R 厚 p．168）と言 っ て 、
それ程彼 に好意 を見せ て い なか っ た Christinaは 、 自宅で彼女の結婚相手を見つ け る こ とを目的
に した舞踏会が開かれた折に変化 を見せ る。Mrs．　Lightが Princeを娘に 引き会わせ ると、とた
ん に彼女は ダ ン ス の相手に Roderickを選び、　princeよ り彼に関心 が ある ような振 りをする 。 こ
の とき Rowlandは
　　　　Christina　and 　Roderick　exchanged 　a　single 　glance− aglance 　caught 　by　Rowland　and
　　　which 　attested 　on 　the　part　of　each 　something 　of　a　new 　consciousness ．（朋 p．216）
とあるよ うに 2人の 新た な関係 に気付い て い る 。 Princeは Mrs．　Lightが捜し求め て い た社会的
地位や称号、財産等最高 の 世俗的価値 を申 し分な く持 っ て い る人物で あ る 。
　こ の よ うな行為の 動機 に つ い て は 、 Princeに会 う直前に Roderickに つ い て Rowland に 以下
の ように確か め て い る こ とか ら推測 で きる 。
　　　…　 do　you　think　he ’s　going　to　be　a　real 　swell ，　a　big　celebrity ，　have　his野fe　written ，　make
　　　his　fortune，　and 　immortalise− as　the　real　ones 　do ，　you　know　一 　the　people　he　has
　　　done　busts　of　and 　the　women 　he　has　loved？
”
（Rθ p．212）
そ して、
“ … hels　one 　of　the　glo  es−to−be ！
””
（Rll　p．212）と言 っ て い る。彼女は Roderickに芸
術家 として大 きな可能性があるこ とを確認 して い る の で ある 。 彼女に と っ て Princeは人間的な
資質に つ い て は何 も考慮されずに 、た だ結婚相手 として の 外面的な条件 だけが整 っ た人物で あ
り、 彼女の 意向は無視 されて 、母が打算的に
一方的に押 し付け て きた人物で ある。とこ ろが
Roderickの 方 は芸術家 と して の 有望 な将来が期待で きるわけで 、 人物的に は Princeよ りはるか
に大きな才能に恵まれて い るこ とに なる。その 上、彼 には Rowlandが
“
Very　interesting
”
（Rll
「
p。214）や
“
handsome
”
（RH 　p．214）と言 う婚約者が い る こ とを教え られて い る。こ の 事実 は、
す ぐれた芸術家が最高の美女で ある自分 の もの で な く、他の 女性の 夫 になると い うこ とで あ り、
そ れは 自尊心の 高 い 彼 女 を非常に刺激し、興味の 持て な い Princeより Roderickを自分 に引 き
付 けて お こ うと した と考え られる 。
　次 に、Villa　Mondragoneで 、　Roderickと Rowland 、　 Hght親子 、　Prince達一行が 出会 っ た と
き、彼女は イ タ リ ア 人の Princeが い るに も拘 らずイタ リア の 若 い 男女の 習慣 を破 っ て まで 、
Roderickと二 人だけ で 長々 と人 目の 届 か な い 木立 の 中へ 姿を隠 して い る。そ して再び元の 場所
に 戻 っ て 来た とき、
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吉田 ：Roderick∫Hudson と 7he 　thhcess　Casamassi　la に おける Christina像
　　　
… 廿iere 　was 　a　faint　pink　flush　in　her　cheek 　which 　she 　had　not 　carried 　away 　with 　her，　and
　　　there　was 　certainly　a　light　in　RoderickTs　eyes 　that　he　had　not 　seen 　there　for　a　week ．（児 げ
　　　P．254）
と Rowlandが気付い た よ うに、製作 に於 い て不 毛の 状態 で あ っ た Roderick に生気 が現 れ、
Christinaの 方 に も感情 が高ぶ っ た よ うな形跡 を認 めて い る。彼女は Princeの 莫大な資産や社
会的名誉 を嘲笑し、求婚者 を途方 に暮れ させ 、Roderick とは二 人で人 々 の 視界か ら消え去 る。
強制 された結婚相手か らは遠去か る態度 を示 し、婚約者の い る Roderickには好意的な態度 を見
せ て い る 。 こ れは Princeの 嫉妬心 を悪戯 に か きた て ようとい う意図で あ っ た と考 える こ ともで
き る し 、 また 、 もと もと 、 彼女は Princeには男女の 感情 を持 っ て い なか っ たの で あるか ら、
“
his　genius　and 　his　extraordinary 　beaux　yeux
”
（Rll　p．181）を持つ Roderickに魅力 を感じ、好
意 を持ち始めた とも考 え られ る。
　そ して 、 彼女が Roderickと二人 で the　Coliseumで 話 し て い た ときに、彼女は理想の 男性像
につ い て 、
“
　
“
A 　man 　whom 　1　can 　have　the　luxury　of　respecting ！… one … to　be　large　in　character
，
great　in　talent，　strong 　in　Wi11．
””
（册 pp．259−260）と話 し、Roderickにつ い て は以下の よ うに語 っ
て い る。
　　　 ・・Ifancied　you　had　the　sacred 　fire・…　　Ah ，　but　so　very 　little　of　it！It且ickers　and
　　 trembles　and 　sputters ；it　goes　out ，　you　tell　me ，　for　whole 　weeks 　togetheL　 From　your　own
　　　aceount 　it　does　nit　much 　look　as　if　yould　take　either 　yourself　or　any 　one 　else 　very 　far．
”
　　　（」R厚 p260 ）
彼女 がその 中に理想の 男性像を見い 出そ う と した Roderickで は あるが 、彼は現状 で は順調に作
品製作がで きて お らず、こ の ような言葉は その ような状態 の彼 を励 ます もの で は ない 。彼女 は
理想の 男性が
“
a　certain 　feeling　一 　1　have　never 　had　it
，
　but　I　should 　know 　it　when 　it　came ” （、朋
p．261）を与えて くれる こ とを願 っ て い る 。 だか ら彼女 がこ こ で Roderickに与えた言葉は 、 製作
不振 に 陥 っ て い る彼 を非難 し 、 更に は 煽 り立 て る よ うな 意図を持 っ た もの で あ る。彼 女 は
Roderick に最初に理想の 男性だ と感 じ た ように 、あ くまで も才能を延ば し 、 優れ た芸術家に な
る こと を期待 し 、 最終的に は彼女に未知の 感情的経験 をさせ て くれ るこ と を望ん で い る。だが
現状 はその 思い を実現 し て くれる可能性 を縮小 して い くようなもの で あるので 、彼女は 自分の
腹立 ちを彼に投げつ け て い る と も考 え られ る。更に 、
“
lim　sure 　you 　have　never 　really 　chosen
betWeen　me 　and 　that　person 　in　America
””
（册 p．261）と言 っ て 、 実際には彼の将来 を共有す る
こ とにな る Mary　Garlandへ の 嫉妬心をも見せ て い る。
　こ の 直後 に Christinaは Rowlandと Saint　Cecilia教会で会 っ て Roderick につ い て 語 り合 い 、
Roderickとの 関係 に関 して 彼女の 態度 を決める機会 を与 えられ る。
　彼女は Roderickの 彫刻家 と しての 可能性に つ い て Rowlandと こ の ようなや り取 りをして い
る 。
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　　　　… if　he　were 　vely 　happy　he　would 　become　very 　great　P
”
　　　　
“ He　would 　at　least　do　himself　justice．
”
　　　　
“
And 　by　that　you　mean 　a　great　deal　？
”
　　　　
“
A 　great　deai．
”
（册 p．283）
そ して Rowland は Christinaに Roderick と結婚するほ どの 気持ちが無い な ら彼を放 っ て お い て
ほ しい と頼む 。 それに対 して彼女は 、
“… as　a 価 end … you　think　1　can 　do　him　no 　good　？
”” ’
（册 p．286）と尋ね、また、
　　　Iive　had　a　horτid　vulgar 　life．　 There　must 　be　some 　good　in　me ，　since 　I「ve 　perceived　it，
　　　since　1’ve 　tUrned　and 　judged　my 　circumstances ．
”
（REI　p．287）
と言っ て い る 。 再度、Roderickの芸術家と しての大きな可能性を教え られて 、彼が芸術家の 妻
と し て の Christinaを否定 し て い る こ と に 対 し て 、彼女は彼 との 関係を恋人 と し て 見 る の で は
な く、友人 と して見 る こ とが で き るこ とを Rowlandに告げた上 で 、 彼女は 自身が 自己の 生活を
客観視する こ とがで きる以上、即 ち、彼女が 送 っ て きた生活 を批判的に捉えるこ とが で きる以
上、他 に有意義 なこ とが で きる可能性 を告 げて い る 。 そして、
　　　
…
　 te豆l　me … shall 　you　consider − admiUing 　your　proposition− that　in　ceasing 　to
　　　be　 nice 　 to　 Mr，　 Hudson ，　 so 　 that　 he　 may 　 go　 about 　 his　business，　 I　 do　 somelhing
　　　magnanimous ，　heroic，　sublime ，　something 　With　a　fine　name 　like　that　？
”
（、R厚 p．288＞
とい う問い か け をして い る。 それ を実現す るた め彼女は す ぐに Princeと婚約 し、　 Roderickの
彼女へ の 希望 を断ち切 る 。 彼女は彼の 才能 をもう一度確認 した上で 、結局 は Rowlandの 依頼 を
受け入れる の で あるが、こ の 時彼女に 最終 的に決意 させ た もの は 、Roderick に と っ て 有益なこ
と をするこ とで
“
something 　magnanimous ，　heroic，　sublime
”
が で き る とい う こ とで ある。婚約
後に、実行す るに際 し て
　　　… herels　a 　magnhicent 　chance 　for　humility　’… It’s　what 　Saint　Catherine　did，　and 　Saint
　　　Theresa，　 and 　all　the　others ，　 and 　theyire　said 　to　have　had　in　consequence 　the　most
　　　i皿 effable　joys．（REI
’
P．309）
と語 っ て い る 。 つ まり非常に有能な人物の ため に 自分 が有意義なこ とをする に あた っ て、聖人
の 行為に 自分 の 行為 を例 えて い るように、その行為が、非常に優れた もの で あるか ど うかが 、
彼女の 決定の最も重要な要因とな っ て い るの で ある。そ し て その 行為 に よっ て 喜び を得 るこ と
を期待 して い る 。 ただ行為の 価値 に つ い て は 自分で 判断す るの で は な く、Rowland に価値判断
に つ い て 問い か けて い る 。
　そ の 後 、 Mrs．　Hudson と Mary 　Garlandが ロ ーマ に 滞在す る よ うに な っ た と き、　 Christinaは
Mary と会 っ た後 に Princeと の 婚約を突然解消す る もの の 、すぐに人々 の 意表をつ い て結婚する 。
Mary の 人格 を理解し、それ を高 く評価 し、　 Christina自身 も Mary の 人生 に 対す る態度 と同様
の 態度 を採 ろうと決心す るの で あるが 、彼女の 高慢な 自尊心 を脅かす周囲の圧迫に よ り挫折し
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吉田 ；Roderick　Hudson と 7he肋 cess （勤 sε  8s 血 a にお け る Christina像
て い る 。
　Christinaは Mary に会 っ て その印象を以下の よ うに語 っ て い る。
“… she 　has　Repose … ・
Unf（）rtUnately　1　have　n
’
t　Repose− ah，　what 　would 　nlt　1　give　for　it！
”
（册 p．378）、 そ し て
“…
1　admire 　Miss　Garland　more 　than　any 　of　the　people　who 　cal1　themselves　her　friends　一 　except
of　course 　you．
”
（RH 　p．379）、更 に
　　　… a　certain　number 　of　intelligent　people　Wi11　find　it　one 　of　the　delightfU1　things　of　1ife．　to
　　　look　at　her．　That　loVs　as 　good　as　another ．　 And　then　your　fdend　has　every 　Virtue　under
　　　heaven．
’「
（册 p．379）
と語 り、また 、
“
She’s　fU11　of　intelligence　and 　courage 　and 　devotion．
”
（nH 　p．380）と言 っ て い る 。
こ こで Chris血 a の言 う安 らぎとは、自分の人生に対する迷い や疑念、批判の ない 、確信 を持 っ
た 生 き方で あ り、 それは 知性や 、 勇気、献身と い っ た精神性に よ っ て 支え られて い る もの で あ
る 。 そ れ は Christinaが Rowland に
“
what 　you　cal1　in　Boston　one ［s　higher　self
’
（REI　p．407）と
表現 した 、ア メ リカ的な自意識で あ り、
“
lt’s　bigger　and 　brighter　than　the　Casamassirna　diamonds
− every　one 　of　which … 1’ve 　seen 　and 　handled　and 　adored ．
”
（册 p．407）と言 っ て い るよ う
に、世俗的、物質的な価値よ りも優れて い ると考えて 、彼女はそれ を選んで い るの で ある。そ
れは、Rowland が Christinaに Mary の こ とを話 し た ときに、彼が彼女 を賞賛 して い る こ とに気
付 き、彼自身 も非常に高 く評価 し て い る価値観で あるこ と を知 っ て い る 。
　つ ま り、Christinaは Rowlandの依頼を受 け入 れて 、　 Princeと婚約す る こ と で Roderickか ら
遠去か っ たが 、
　　　
“
1　like　him　very 　much … much 　more 　than　I　used 　to．　 Since　you　told　me 　a皿that　about
　　　him　at　Sai皿t　Cecilia「s　1’ve 　felt　a　great　Er　iendship　f（）r　him．　n 　n ’est 　ni 　bana1　ni 　be
“
te；and 　then
　　　there’s　nothing 　in　1ife　heis　afraid 　of．　 He 「s　not 　a丘aid　of 翻 ure ；he「s　not 洫 aid 　of　ruin 　or
　　　death．
）
　（RH
’
p．408）
と言 っ て い る よ うに、彼に対 して強い 関心 を抱くよ うにな り、 Mary に会 っ て彼女の 人格の 影
響 を受けて か らは 、
　　　　　Icould 　adore 　him．　 I　would 　nurse 　him，　I　would 　wait 　on 　him　and 　 save 　him　a1董
　　　disagreeable　rubs 　and 　shocks ．1
’
mmuch 　stronger 　than　he，　and 　l　would 　stand 　between
　　　him 　and 　the　world ．（RH
「
p．409）
と言 うよ うに 、 彼に対する 自らの態度を新たに示 して い る。
　 Christinaは Prince と結婚 して 得 られ る もの よ りも、は るか に価値が高い と考え られ る もの
を選択 し た の で あり、Maly がそ こ に安ら ぎを得て い る と思 うよ う に 、 彼女 も自分 の 隼き方を
その ように決 め る こ とで 、そ の 安 らぎを手 に入れ られると考 えた の で ある 。 そして 、その よ う
な決定は Rowland の 高い 評価に支 え られ た もの を選択する こ とで あ り、 それは Roderickか ら
離れ る こ とを決 め た とき同様、彼女 自身が 自分の 人生経験 の 蓄積の 中か ら掴み取 っ た もの で は
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な い 。 こ の 場合 も他者や Rowland の 影響 を大 きく受 けて い るの で ある 。
　結局、Christinaは彼女の 高 い 自尊心 が傷つ くこ と を恐れた と推察 され るが、　Prince と結婚す
る 。 最も価値が あ り、そこ で 安らぎ と充足 を得て 生 き て い くこ とが で きる と考 えた人生 はす ぐ
に実現不可能とな り、ス イ ス で Rowland 一行 に出会 っ た とき、
“
1　mean 　to　cultivate 　delight… ・
1　was 　in　part　the　world ’s　and 　the　deVills．　Now 　they’ve 　taken　me 　all．
”
（RU 　p．492−493）と言 っ て 、
今後の 人生に つ い て 語 っ て い る。そ こ に は彼女が望 ん だ精神性は存在せ ず、快楽 だけが あり、
婚約を解消 した と きに、過去の 自己たつ い て 、
“
1’m 　corrupt ，　corrupting ，　corruption 　！
”
（IZH　pAO7 ）
と言 っ て い た よ うに、以前の状態に戻る もの で あ る 。
　最初に述 べ た ように彼女は清純さをたたえ る美貌と は裏腹に非常に複雑な性質で あると人々
に受け取 られて い る 。 またその こ とが他者 を当惑 させ る原因に もな っ て い る し、他者か ら見れ
ば彼女の 言動 も一貫性の ない 矛盾 したもの で ある 、 しか し、彼女は 、自分 が現実 に置か れて い
る状況と は異質の もの を手に い れて 、そ こ に 自分 の人生 、 生 き甲斐を見い 出そ うと試みて い る
の で ある 。
　 し か も、そ の 過程で特徴的な の は 、 選択する行為 と その 行為 に含 まれる意義や価値に つ い て 、
い ろ い ろな経験 をして 、 自分で 熟慮 して選択す る の で は なく、他者 か ら教 えられた り、他者を
真似 た りするもの で あ り、その 意義や価値 に つ い て も他者の判断や 価値観に頼 っ て い る。い ず
れの 行為 も Roderickに利益 と発展をもた らす とい う目的で ある が 、彼女 が究極的に もっ ともこ
だわ っ て い る の が、それ を実行する彼女自身が極めて優れた人間に な るか否 か とい うこ とで あ
る 。 Princeとの 婚約破棄の 後で 自分の 選択 し た もの を Rowlandに話 し、最後に、
‘‘…　 tell　me
what 　you　should 　finally　think　of 　me 　？　1　should 　Hke　you　to　te11　me 　now ．
””
（册 p．410）と尋ね た こ
とは 、彼 が高 く評価 し て い る価値観 を選んだと告 白するこ とで 、彼が彼女を充分 に評価 し て く
れ る こ と を暗に望ん だもので ある 。 結婚後ス イス で Rowland 達に 出会 っ た ときに、
“
1　was 　very
fine　一 　is　n ’t　it　true　？
””
（Rli　p．491）と問い か けて い る の も肯定の 返答 を期待 し て い る の で あ
る 。
““
You［ve 　seen 　me 　at　my 　best… ・1　was 　sincere ．”（REI　p．492）と言 っ て い る が、現在は堕落
して い て も、か つ て 彼女 は一瞬で あ っ て も極めて優れた人間で あ っ た こ とを理解 し て ほ し い と
強調 して い るの で ある 。
　つ まり彼女は何か をする場合に、その対象 とな る他者 や、その 行為 自体やその 意義、価値よ
りも、突き詰 めれば、それ をす る自身の 人間性の 評価 とい う点 に関して どうで あ るか と い うこ
とが重要な の で あ り、 それは彼女自身の 真の 生 き方 を得 ようとす る熱意に勝 る、自己 に対する
深 い執着心の 現れで ある。
　Princeと 結 婚 し て 貴 族 階 級 の 一 員 と な っ た Christinaが 描 か れ て い る π 〜θ 劭 嘘σθss
Casamassimaで は 、彼女 は ヨ ーロ ッ パ の革命家に接触する一方、ロ ン ドン の 下層社会の 実態 も
知 っ て 、革命運動に直接、積極的に係わろうとするが 、彼女の Hyacinthとの 関係や革命へ の参
加の 姿勢に 、Roderick　Hudson で見 られた の と同様の 心 的態度 、即 ち自己に 対す る強 い 執着が
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　　　　　　　　　　　　　吉田 ：Roderick　Hudson と π θ 肋 cθs50as ヨη1ヨs5加1a に おける Christina像
窺え る 。
　まず、こ の 作 品で も Christinaの 人柄 が他者 にど の よ うに受け止 め られて い るか を見る 。
　Hyacinth が Christinaを
“
the　most 　beautifU1　woman 　in　England
”
（PC 　II　p．28）と見る の は 当然
の こ とと して 、現在 は妻の 行動 を激 し く怒 っ て い る夫で す ら
“… shets　the　only 　woman 　live
ever 　seen 　whose 　beauty　never 　for　a　moment 　falls　below　itSelf．” （PC 　1　p．272）と言 っ て い るように 、
そ して彼女が出会 う全 て の 人 が賞賛する よ うに 、 美貌は相変わ らず彼女の 大きな特徴で あり、
それで も っ て人々 を引 き付けて い る。
　Mme ．　Grandoniは彼女を長い 期間観察 し て い る人物 で ある 。
“ … she
’
svery 　perverse
・… ”
（PC 　I　p．307＞と か、
“…　 she 　has　some 　such 　great　qualities．
””
（PC 　I　p．272）と言 っ て 、 基本的
に は Roderick　Hudson の と き と変わ りの ない 見方 を し て い て 、欠点 も美点 も捉 えて い る。また 、
“
Christinais　active
，
　various
，
　ironical　mind
，
　With　al1　its　audacities 　and 　impatiences
”
（PC 　1　p．303）
と い う見方も更に加えて い る 。
　Christinaの 結婚直後 か ら約 5 、 6年 間彼女 を知 っ て い る Captain　Sholtoは
“ “’lhe　courage
of　it，　the　insolence，　the　crhnerie 【
”
（．PC 　Il　p．70）とか、　
‘So　fhr　as 　the　headls　concerned 　the
Princess　is　all　there・…　 she 　was 　the　cleverest 　woman 　in　Europe… ・
”
（PC 　II　p．71）、ある い は、
‘
the　perfection　of　her　ind置erence 　to　public　opinion　and 　the　unatfectedness 　of　her　originality
’
（PC 　II　p．80）とい っ た特徴 を挙げて い る。
　 また Pau1は、
　　　
“
She ’s　not 　only 　handsome
，
　handsome　as　a 　pictUre，　but　shets 　uncommon 　sharp 　and 　has
　　　taking　ways 　beyond　anything 　ever 　known，
”
（PC 　II　p．289）
と言 っ て い る し、Lady 　Auroraは
“She　might　charm 　the　world ．
””
（PC 　II　p．192）とか 、
“… most
other 　people　would 　be　content − beautifU1　as 　she 　is．
”
（PC 　II　p．193）とい うよ うに評 して い る。
　 こ の ように Roderick　Hudson に登場 し た と きは様 々 な見方 をされて い た が 、 それと比較す る
と、基本的に他者が観察 して い る Christinaに大きな違い は ない 。 稀な美貌で 、頭脳が鋭 く、率
直で な い 。 そ し て それ らに 、大胆、独立性、独 自性と い う要素が加わ っ て い るこ とで 、Roderick
Hudson の ときよ り精神的に強 くな っ て い るこ とが窺え る 。
　 Roderick　Hudson で は Christinaが様 々 な見方 をされるこ とに彼女の 生 き方に 関す る特徴 が
見 られた が 、7乃θ 舳 cθ3sC ∂s   ∂ss加 ∂ で は、人 々 の 見方に大差は な い 。 こ こ で 問題 となる の
は 、 彼女が人々 の信頼を得 られな い こ とで ある。そ の 原 因は 、や は り、彼女の 心的態度 に ある 。
それ を明 らか にするた めに 、Hyacinth との 関係と彼女の 革命運動へ の係わ り方につ い て考えて
い く。
　 Christinaが革命運動 に加わ る、個 人的、直接的動機 は Hyacinth に彼女 が以下の ように打ち
明けた もの で あ り、貴族社会か ら受けた侮辱で ある 。
　　　
’lhe　position　made 　for　her　among 　such 　people　and 　what 　she 　had　had　to　suf6er 廿om 　their
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　　　family　tone，　their　opinions 　and 　customs … had　evidently　planted　il　her　soul 　a　lasting
　　　resentment 　and 　contempt
・… （、PC　I　pp．294−5）
また、 ヨ ーロ ッ パ 社会に 対 し て は、
　　　　
・her　disgust　with 　a　thousand　social 　arrangements
，
　her　rebellion 　against　the　sehishness ，
　　　the　corruption ，　the　iniquity，　the　cruelty ，　the　imbecility　of　the　people　who 　all　over 　Europe
　　　had　the　upper 　hand．（PC 　I　p．293）
とい う気持ちを抱 き、現体制に批判的な考え を持つ ように な っ た と語 っ て い る。
　 し か し、彼女が劇場で Hyacinthに会 っ た こ とは 、 彼女の 中に あ る矛盾 を明白に して い く。こ
の と きの 彼女 の 目的 は ロ ン ドン の 下 層階 級 の 一般 民 衆 の 現状 を見 る こ と と、また、
“
the
subversive 　little　circle 　in　Bloomsbury” （PC 　1　p．214）に入 るこ とで あ っ た が、彼女の 自宅 に彼 が
訪 れ た と き、
“
　
“’lhe　only　objection　to　you　individually　is　that　you ’ve 　nothing 　of 　the　people　about
you
− to−day　not 　even 　the　dress．””（PC 　1　p．292）と言 っ て い るように 、彼女が期待 して い た一
般民衆 ら しくない 彼の 意外性が 、彼と の 関係、そ し て 運動 へ の 係わ り方 を変 える 。
　彼女 が Medleyに彼 を招待 した の は 、 彼 に
“
a 　fine　sensitive 　mind ” （PC 　II　p．15）が あ り、
“
a
creatUre 　still　open 　to　every 　initiation
，
　whose 　nai
’
vet6 　 would 　entertain 　her”（PC 　II　p．19）とい う理
由か らで あ り、
“
1　Wished　to　leave　you　free　to　amuse 　youself．
””
（PC 　II　p．36）と言 うように、彼に
地方の 古 い 大邸宅の 持つ 歴史や美 しさを見せ て体験 させ 、どの ような反応 を示すか を知 る ため
で ある 。 そ して 、
“… you　might　have　stayed 　in　country −house　all　your　1ife．　 Youire　much 　better
血 an 　if　you　had ！
”
（PC 　II　p．60）と言 っ て、そ の よ うな Hyacinth に 見 られ るの は
“
natUral　tact　and
ease
”
（PC 　II　p．60）で ある と語 っ て い る 。 つ ま り、 彼女は 、 彼が下層階級の 出身で あるに も拘 ら
ず、上流階級の来訪者達に も見破れな い ほ どその 階級の 人 間の よ うに Medleyの 環境の 中に溶
け込み、上流階級の歴 史や伝統 の ある文化的遺産の 持つ 価値、美的価値を充分に 評価 し、それ
を享受で きる こ と を見抜い て い るの で ある。
　彼 が、革命蜂起に 自分の 命をか ける誓約を した こ とを告白した と き、
　　　
“
Iwish　you　had　waited − till　after 　you　had　been　here… ・
　　　
“
Perhaps　then　you　would 　nlt　have　given　away 　your　life．　 You 　might 　have　seen 　reasons
　　　for　keeping　it，
”
　（PC 　II　PP ．4546）
と残念に思 っ て い る 。 彼女は Hyacinth自身が優れた資質を持 っ て い る こ とを良く自覚する前に
自分の 生命を限定 して し まっ たこ とを悔やん で い る 。 また 、 彼に対 して 、
“
simply 　because　I　like
you，　for　no 　other 　reason 　in　the　world
”
（PC 　II　p．34）と も言 っ て 、彼 に対 し て 好意 を持 っ て い る こ
と も認め て い る 。 そ し て 、
　　　… when 　he　should 　have　played　his　part　she 　would 　engage 　to　save　him　一 　to　fing　a
　　　cloud 　about 　him　as　the　goddess−mother 　of　the　Trojan　hero　used 　in　V：irgilis　poem 　to
　　　θsca 衄 oter ／Eneas ．（PC 　II　p，127）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吉田 ：Roderick　Hudson と 7he肋 cess 　Casatnassimaにお け る Christina　v
と彼女は言 っ て い る。
　Hyacinthを Medleyに招い た意図や、革命実現の た めに 運動家 と して の 彼 を支援す る、ある
い は見守ると い うの で はな く、既 に組織の判断 に委ね て しま っ た彼の命を救 うと い うこ とは、
運動 とは無関係 の 個人的な感情、事情に よる もの で ある。 しか も、彼女 自身が運動 に深く関与
して い るの だか ら、彼女の 個人的な都合で誓約 を破 るよ うにす る とい うの は 、彼女 自身の 革命
に対する姿勢か ら考えて、矛盾す る行為で ある。
　し か し 、 Medleyで 、 民主的に すれば彼と Princess　Casamassimaは対等で あ る とい う意識を
Hyacinth に植 え付 けて 、二 人 は非常 に 親密 な関係 に な る。 その 後 も彼女の 革命 へ の 熱意 は強
まっ て い くが、彼に対する感情や考えは根本的に変化する こ とはな い 。
　パ リや ヴ ェ ネチ ア に 旅行 し た Hyacinthは、文化的遺産 を Medleyとは比較に ならな い ほ ど多
く、深 く鑑賞 し、その 価値 を一層貴重な もの と して 考 えるようになる 。 その ような彼 は革命 へ
の 意識が ますます希薄にな っ て い く。 Christinaは以 下の よ うに Anastasius　Vetch と の 会話で そ
の こ とを良く分か っ て い る と述べ て い る 。
　　　1［Anastasius　Vetch］wanted 　him　to　quarrel　with 　society ．　 Now 　I　want 　him　to　be　reconciled
　 　 　 tO　lt　・…
　　　
“
Ah ，　but　he　is！…　
“
We 　often 　talk　about 　that；he「s　not 　like　me ，　who 　see 　all　kinds　of
　　　abominations ．　He
’
s　a　bloated　little　aristocrat．（PC 　II　p．242）
　 し か し、Christinaは 彼 と の 交際 を止め る こ と は な く、
“… the　most 　remarkable 　woman 　in
Europe　was 　simply 　quite　fond　of　him．
”
（PC 　II　pp．268−269）や
“
Hyacinth … felt　at　times　almost
as 　if　he　were 　married 　to　his　hostess… ・” （PC 　II　p．269）と彼が感 じて い る ように 二 人の 親密 さ
は深 ま っ て い る 。
　この ような 中で 、Christinaは Paulと接触するこ と を実現 させ 、 再度にわ た っ て Hyacilthの
命 を救 う こ と を試 み る。最 初 は
“
ls　it　necessary 　to　take　a　nature 　so　delicate，　so　intellectUal　？
Ought　n ’t　we 　to　keep　him　for　something 　finer　？
””
（PC 　II　p．229）と彼 の 資質が優秀で ある こ とを
理由に 、
““
1　should 　like　to　do　it　in　his　place … ・
”
（PC 　II　p．229）と身代わ りを提案する。　Paulは
取 り合わ な い が、彼女は組織に資金 を提供すると い う こ とで 、彼と の つ なが りを維持 して お こ
う とする 。 そ し て Hyacinthに は 、
““
You　wonit 　have　to　do　it… ・
”
（PC 　II　p．274）と言 っ て 、 彼
が生命を失 うこ とに直面す る可能性が ない こ とをほ の めか し、彼 を引 き留めようと し て い る。
　そ して再び Paulが彼女 を訪問 した とき、彼女は 自分 の 真意 を彼に話 して い る 。　 Hyacinthの
持 っ て い る
“
that　 pretty　manners
”
（PC 　II　 p．295） をほめ、
““
Hets　 a　delightful　 nature ，　 with
eXtraordinary 　qualities．
”
（PC 　II　p．295）と、彼女が彼をい か に高く評価 して い るか を語 り、
““
11ve
an 　exceeding ，　a　quite　inexpressible　regard 　for　him．
”
（PC 　II　p．298）と言 っ て 、彼 へ の 好意 を率直
に告白し、それが Paulと接触 を持と うと した理由で あ る こ と を告げて い る 。 その上 で、Hyacinth
へ の 命令が取 り消 され る ように頼 んで い る。彼女は 自分の 願い が聞 き入れ られな くて も、Paul
’
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との接触 を保ち続 け、Hyacinthには
“1  ow 　you　wonlt 　be　called ・…
”
（PC 　II　p．404）と言 っ て 、
彼も彼女自身も安心 させ よ うと して い る 。 そ して 彼女の 予想に反 して 、彼 に 指令が出 されると、
彼女は身代わ りにな ろ う とする 。
　要す るに、彼女 が Paul に Hyacinthの こ と に つ い て 擁護す るとき、その 理 由 としたの が、知
性や繊細な感受性 、 優れた資質や、立派な物腰等で あるが、Hyacinth の 持 っ て い るこれ らの も
の の 大部分は 、上流階級 が長 い 歴史の 中で 作 り上げて きた文化を理解 し、鑑賞し、そ こか らそ
の 文化を背景と し た もの を創 り出すの に 必 要な もの で ある。即 ち支配階層で 尊重 されて い る も
ので ある 。 それ らは 、 例 えば 、 Hyacinthが製作する芸術的な価値の ある書物の 装丁や、彼 がこ
れか ら目指そ うとした革命とは直接関係の ない
“
a　rare 　death　song ” （PC 　II　p．156）の よ うな文学
などを創 り出すもの で ある 。 支配階層を倒 そ うとする彼が 、 そ の 階層の 存在を容認する よ うな
価値観 を持つ よ うに な り、その 変化は周 囲の 者達全 員 が よ く知 っ て い る。その よ うな彼 を
Christinaは救お うとするの で ある 。 結局の と こ ろ、それは彼女が否定する支配階層の 持つ 価値
を守 り続 けよ うとす る こ とで ある。彼女 自身の行動 は家財を処分 した り、貧しい 人 々 に金銭を
分 け与えた りと、運動 の 中に深 く入 り込ん で い こ うとす るもの で あ っ て も、彼女の 心理の 中に
は 、Hyacinthを守 ろうとす るこ とで 、支配階層が生み出 し た もの を守 る、即 ち、支配体制を全
面否定する の で はな く、 その 一部 を存続 させ よ うと い う意識が存在 して い る 。 彼女は意識の 中
で全面的 に革命運動に 投 じて い るの で は ない 。堕落や腐敗は非難 して も、文化的な面は、上流
階級に固執し て い る の で あ る 。 Paulが Christinaに
“ …　 1　think　youire　weary 　even 　now ．
””
（PC 　II
p．414）とか
““
You’11　go　back　to　your　husband！
””
（PC 　II　p．414）と言 っ て い る よ うに 、 彼は彼女
の 心 理を見抜い て い る。それゆえに彼は
“
You ’re　not 　trusted・…
”
（PC 　II　p．413）と言 っ て い る
ので ある 。
　次 に、Hyacinthとの 関係以外の もの で Christinaの 革命 に係わ る心的態度に つ い て検討する。
　Christinaの 革命へ の 動機は先に述べ たが、彼女は それに よっ て実現 され る民主的な社会で 生
きる こ と を願 っ て い る の で あ るが 、 それ以 外に彼女の 言動に革命運動 その もの の 中に 、 彼女 自
身の 楽 しみ を求めようと して い るこ とが見 られる 。
　Hyacinthに は
“
my 　looking　for　something 　fresh　in　other 　walks 　of　hfe” （PC 　I　p．297）に つ い て
こ の よ うに語 っ て い る 。
　　　The　upper 　classes 　are 　so　deadly　banals．　 My 　husband　traces　his　descent　from　the　fifth
　　　centUry ，　and 　hets　the　greatest　bore　in　Europe．　That 「s　the　kind　of　people　I　was 　condemned
　　　to　by　my 　marriage ．　 Oh，　if　you　knew　what 　1’ve 　been　through　you’d　allow　that　intelligent
　　　mechanics …　 would 　be　a　pleasant　change ．（PC 　1　p．291）
ま た、Madeira　Crescentで 下層中産階級の生活を始めて か らは、　Hyacinth に以下の よ うに 見 ら
れて い る 。
　　　She　stopped 　as　Millicent　had　done　to　look　into　the　Windows　of　vuigar 　establishmentS 　and
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　　　　　　　　　　　　　吉田 ：Roderick　Hudson と 跏 e 跏 cess α〜samass 加 3 に お け る Christina像
　　　amused 　herself　with 　picking　out　the　abominable 　objects 　she 　should 　like　to　possess ；
　　　selecting 　them 　from　a　new 　point　of　view ，　that　of　a　reduced 　fortune　and 　the　domestic
　　　arrangements 　of　the
“
lower　middle　class ，
”
and 　deriVing　extreme 　diversion　fヒom 　the　idea
　　　that　she 　now 　belonged　to　that　aggrieved 　body．（PC 　II　pp，17〔シ177）
Paulと秘密の 集会に出か ける時に は 、
　　　…
“
1　see 　1　shall 　have　much 　less　keen　emotion 　than　when 　1　acted 　by　museif
”
　　　　　
“
ls　that　what 　you　go　in　f（）r − keen　emotion ？
”
　　　　　
“Surely
，
　Mr ．　Muniment ，　 Donlt　you　？
”
（PC 　II　p．291）
とい うように話 して い る 。
　彼女 は、運動 に参加 し、今 まで知 らなか っ た階層の 人々、知らな か っ た世界を知 り、経験 し
た こ との ない こ とを現実に体験するこ とで 、上流社会の退屈 さか ら抜け 出し 、 未知の 楽しみ を
味わ い 、そ して生 きて い る こと を実感 しようとして い ると考 えられ る。しか も観念的 には革命
に 対する考え を熱狂 的に と うと うと まくしたて るが、現実的には、夫の 経済 的援助 を自ら断つ
こ とはな く、経済的に 困窮 して い ず 、 称号も持 っ た ま まで 、夫の属す る階層と絶縁す るこ とな
く、下層階級の苦境を現実 の もの と して 実感 し て い な い 。つ まり、彼女 は疑似体験を楽しん で
い る の で ある 。
　上流社会で 自分の 生 き方 を見つ ける こ とので きなか っ t：　Christinaは、革命と大衆社会の 中で
それを見 い 出そ うとし て い る。 こ の よ うな彼女の 心理 の 真相は、革命実現の ため や 、他者の た
め で はな く、自分の 生 きが い の ためなの で ある。彼女 自身が生の実感をつ かみ取 るた め で ある 。
　彼女は始め て Hyacinthに会 っ た とき、この ように言 っ て い る。
　　　
“
1　Wish　1　could　make 　you　trust　me
− inspire　you　with 　con 丘dence… ・
“
1　don「t　mean
　　　only 　you　personally，　but　others 　who 　think　as　you 　do，（PC 　I　p．219）
彼 女は 自分の 革命 に対す る熱意 を階級 を越え て一般大衆に属する人々 に信 じて もらい た い と
思 っ て い る 。 しか し、あ くま で 夫の 経済力に依存 し 、 地位も捨てず 、 また 、 Mme ．　Grandoniも
Pau1も指摘 して い る ように Christinaがそ う思い 込んで い るだ けの 以前 より非常に水準 を下 げ
た生活や 、また本心で はその ような生活 を全 く好んで い ない こ とは、上流階級を崩壊させ た い
とい う彼女の 言葉に反 して い る 。 そ の た め実際に庶民 の 生活 をし て い る Pau1 や Schinkelなど 、
彼等の 仲 間か らの 信用 を得 る こ とは で きな い の で ある 。
　要するに、彼女の革命参加の 姿勢は、本当に貴族階級 を離れた 自分 と大衆の 真剣な運動 と い
う状態に なれて い ない の で ある 。 彼女の 生 きて い る実感を得 るため の もの で ある。 彼女 は一般
大衆の信頼を得て 、 彼等の 仲間と して革命 に参加 しよ うと考 えて い るが、彼女の心理 の 中に は、
完全 に大衆の 側 に与す る こ との で きな い 部分が あ る 。 革命 を目論む 者達 とは敵対関係 に ある支
配階層に顕著な価値観 を擁護 し、また、大衆の 現実の 苦難 を実感するよ りも、 む しろそれを自
分 の ため に楽し もうとする部外者的な心理で い る こ と は、大衆の 信頼 を得 る こ とを大 きく妨げ
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て い る 。 そうい っ た彼女自身の欲求が 目的に反する こ とを自覚し、そ の 欲求の 存在を自分自身
で 解決する こ とがで きない とい うこ とは、彼女が 自己に拘泥 して い るか らな の で ある。
　Roderick　Hudson と π rθ 肋 cθss　C85am8ss面 a を通 して 描かれ た Christinaとい う女性 は第
一に そ の 際立 っ た美貌ゆ えに多くの人 々の 関心 を集め るが 、そ うで あ っ て も彼女 自身は決 して
真に幸福では な く、 自分の 納得する生 き方を見つ ける こ とが で きな い で い る 。 その 原因は、こ
れ ら二 作 に 共通 し て 見 られ た ように、彼女が 自分 自身の た め だけで な く 、 他者の ため に 、 彼女
に と っ て 多大の 犠牲を払っ て何か をしようと し、そこ に真の 人生 を得 よ うとし て も、その 心理
の根底に 、 常に 目的とは直接関係の ない 、彼女自身の 欲求に 固執する部分が存在 し て い るこ と
で ある。
　Roderick　Hudson の 場合は、彼女の 選択する行為が彼女の 自尊心 を充分に満足 させ るか否か
が 決心 をす るに当た っ て 重要な要素に な っ て い る。7hθ 跏 c εss 嫐 sま  ass 加 ∂ に於い て は革
命で支配階層 を倒そ うと決意 し て も、上層階級 が築 き上 げた文化 に見 られ る審美 的価値 を否定
す るこ とはで きない で い る。 また革命運動で は、目的達成 よりもむ しろその 活動 に参加 して い
る こ とに 、自分 自身の 生 の充足感を見い 出そ うと して い る 。
　結局、い ずれの 作品 に於 い て も、自己 に執着し、自己を乗 り越 える こ とがない ため に 、彼女
に と っ て の 真実の 人生 を見つ け て 、生 き る こ とが で きな い で い る 。 こ こ に繰 り返 し 生 じ る彼女
の 悲劇の 根源 を見 る こ とが で き ると考 え られ る 。
Notes
（1）拙論の 引用は New 　York版 に依る。以降 、作品名 は Rθ の 記号で 記 し、作 品か らの 引用
　　の 頁数 は、引用文直後の （　 ）内に示 す。Henry　James，　Roden
“
ck 　Hudsofl（reissued ；
　 New 　York，　New 　York ：AugustUs　M ．　Kelley・Publishers，1971）。
（2）拙論 の 引用 は New 　York版 に依 る 。 以降、作品名 は PC の 記号で 記 し、作品か らの 引用の
　 頁数 は、引用文直後の （　 ）内に示す 。 Henry 　 James，　 Tke 　 pmbcess　 Casamassima
　　（issued；Fair：field，　New 　Jersey：Augustus　M ．　Kelley・Publishers， 1977）， 1， （reprinted ，
　　1978））， IL
（3）Henry　James， 7he　A 陀 of 訪θ ハノ∂va1 ノαゴ々 cヨ1耽 鰒cθs （New　York　：　Charles　Scribner’s　Sons，
　 New 　York，　c1962 ），　 p．19．
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